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会的学習理論について概観している。ここでは、社会的学習を① 行動、 ② 個人的要
因、 ③ 環境が互いに関与し合う、三項間の相互決定論を含む過程であると指摘してい


























Hackett & Betz (1981)による進路不決断に関する研究を概観し、次に進路不決断を進路























































































































論文では、進路選択自己効力感を測定する際、Taylor & Betz (1983)による尺度を採用し
ているが、オリジナルの尺度作成から30年以上を経過した現在の経済環境や社会情勢、
文化的相違などを考慮すると、わが国独自の尺度構成に関する研究が今後必要であろ
う。 
ただし、以上のような課題についてはいずれも今後の継続的な研究により解決可能
であり、本論文の価値を損なうものではない。筆者の研究のさらなる進展を期待したい。 
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